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はじめに 

 
本研究は、学習指導要領が大きく変わる時期に合わせて知的障害教育においても新し

い時代に必要となる育成を目指す資質・能力の考え方に基づき、教育課程編成をどう考

えていけばよいか、それを実現するための指導方法として重要であると提言されたアク

ティブ・ラーニングの実践を検証することで、特別支援教育の更なる発展の一助になる

べく研究として立ち上げた。なお、副題は「―アクティブ・ラーニングを活用した各教

科の目標・内容・方法・学習評価の一体化―」としたが、本研究では、アクティブ・ラ

ーニングの視点を踏まえた実践と同様にとらえている。本研究に協力いただいた研究協

力機関の多くは、前回の「知的障害教育における組織的・体系的な学習評価の推進を促

す方策に関する研究」にも協力いただき、観点別学習評価を組織的に実践している学校

である。また、本研究のカリキュラム・マネジメントに関する部分では、全国特別支援

学校知的障害教育校長会と共同で、全国の特別支援学校（知的障害）の教育課程の編成

や改善等に係る現状や課題の調査・分析を行った。 
本研究は、研究１「知的障害教育における「今後・育成を目指す資質・能力」につい

ての具体的検討」、研究２「研究協力機関の実践に基づく知的障害教育分野でのアクティ

ブ・ラーニングの検討」、研究３「知的障害教育における教育目標と内容・指導方法、学

習評価が一体的につながりを持つための工夫の検討」の大きく３つに分けられる。 
研究１に関しては、育成を目指す資質・能力の知的障害教育における具体像をどうす

るかから始めた。中央教育審議会のまとめが出ていない段階で、世界の動向として参考

にされた OECD のキー・コンピテンシー等の考え方を、研究協力機関で作成している単

元系統表を使って分析したところ、知的障害特別支援学校でも汎用的能力の指導を既に

行っていることがわかった。このことは、新しい時代に必要な資質・能力は、知的障害

教育でも発達の実態を考慮すれば同じように考えていくことが可能であるとの方向性の

確認につながった。研究２及び３に関しては、研究協力機関に２年間にわたってアクテ

ィブ・ラーニングの視点で実践に取り組んでもらい、知的障害教育に必要な授業づくり

の特徴を見いだすことができた。このことから、学校がカリキュラム・マネジメントの

一環として進めている、「育てたい力」の共通理解から、目標、内容・指導方法、学習評

価を、授業研究を中心にして組織的に取り組むことが重要であることが理解できた。 
本研究は、学習指導要領の改訂と平行して行われてきた。新学習指導要領は本研究の

終了と同時に告示されるが、学校現場が新学習指導要領を具体化するには、教育課程編

成や授業研究に生かす具体的方法が必要である。本研究が、各学校での取組に少しでも

役立ち、今後の新学習指導要領を活用したカリキュラム・マネジメントに活用いただけ

ることを期待している。 
研究代表者 情報・支援部上席総括研究員 明官 茂 
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